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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の品種として水稲農林／0号を用い，種子は撮野県農i業誠

　　　　　　　　緒　　ee　　　　験撫憾され7，こ勧で掃。

　植物体に対する無機費分の供給状態，特に窒素養分　　　直径12cm　l墾さ13cniのポットに川砂糎lll！｝し，それぞ

（以下Nと書く）の施用状態は，植物の花成に明かな影　　　れの施肥をして播種した。肥料施用としてはi：｝壱全区と無
　　　　（i4）　　　　　　　　　（1）
響を及ぼし，CAJLACI－IJAN　I驚によればこのような影響　　　窒索区とを｛乍り，完全区には1ポット当り硫酸アン幸ユ

の様相によつて植物は3つの型すなわち窒素消｛／勇三性殖物　　　ヤ1・35gr・・過燐酸：雀1灰1．2gr・。塩化加黒0．38gr．を施川

・窒索積極性植物及び窒索r国生植物とに分けられるQま　　　した。完全区．及び無鑑素区をそれぞれさらに次の［1｛1　Ji区
　　　　　（2）
たDENFFER氏によると短日植物と長日植物とでは，花成　　　に区分した。即ち短日区（1iiil　8時間日畏とし，毎1’18

のためのNの要求度に明かな相違がある。　　　　　　　　　時30分より16時30分迄白然liil長下におき，その他の時
稲の眼反応にv，）、・ては三原正讐’．Y。、。II譜蜘i聖　r｝1］職勲もつて灘した），燃区qW，状態1、il！l、

初め多轟糀蟹潮fl刷、種は、11離　楓・脇臨k　く），長1・1区（馴離1鰍態とし腋間1・：・rt　o。W，、学隊

種は短日植物に属することが一般に認められている。従　　　をもつて1　m．．Lより終夜照明し’た）がこれである。従つ

つて水稲の発育に対するNの要求度には早生種と晩生種　　　て力勧1巴状態と日侵条件との紙合せによつて6っの実験区

との間に相違があることが予想せられる。一一方著者の一　　　となり・そのおのおのが早生穣と晩蛋種とに分れるから
　　（11）
人田口は，植物体の生育q二1に異る日長条件を紺合せて与　　実験1菰は全部で12区となる（第1表）。

えることにより，果実ないし種子の増収を来し得ること

を生理的指標櫨物であるホウセンカを用いて実験的に証　　　　　　　　第1表　爽験区の区分

明した・本研究において剛く稲の牲種と1姓腫とを用　β㈱瀬

い，Nの施用状態と異る日長条件とを組脅せて酋を欝　　　一一一一一一一t一

て，笛代期における各種の条件と本田期における嵐然日　　　　農

長条件との組合せが，水稲の発育並に収穫量にどのよう　　　林

に影響するかを追求した。上田市所在の信州大学繊維蔦皇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
部附属農場において，1955年及び1956年の2力年に亘つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロはロ
て1司様な実験を繰返したが両年とも殆んど岡様の結果を　　　　”y

得たので，本報告では主として1956年の成績について述　　　　　　＿

べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ltll．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬・ζ

　　　　　　実験材料及び方法　　　　　　　　　　　林　】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
供試品種は早生種として水稲盤林1号，これより晩生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号

＊　信州大学野辺山農場

＊＊　信州大学繊維学部

施肥状態　　日長処理　実験区の記号

3要鋤棚1短日（s）　＋N・s
　　（＋N）自然（N）　＋N・N
　　　　　　　長　1三1（L）　 十N・L

無　窒　素
　　　（－N）

3要素施用
　　（＋N）

無　窒　素

　　（－N）

短　日（S）

自　然（N）

長　同（L）

一N・S

－N・N
－N・L

短　「1（S）　　十N・S

自　然（N）　　十N・N

長　口（L）　　十N・L

短　日（S）

自　然（N）

長　日（L）

一N・S

－N・N
－N・L



ヒ原・田1．1：苗代1！月におけるi窒素施用の有無と異る1≡1畏条件との組合せが水稲挿秋後の発育並に収錨：に及ぼす影響37

　播種は5月10日に行い日長処理は本葉が1枚出た時　　　生長が旺盛で一N区に比較して草丈が明かに火であり，

（5月251三Dより7J・14Eiの移植前同まで40日間行つたQ　　分藁も十・N区では認反）られるが，－N区では殆んど認め

本［illにおける施肥量は10a当りN8．31k9・P2057．05k9　　　られなかつた。次に日畏処浬の影響を冤ると，＋N区で

・K，06．74kgであり，昧rb30cm，株闘18cmの工本植と　　　あると一N区であるとを間わず，両品唖と4，短日処理に

し，7月5日に定顯した。　　　　　　　　　　　　　　　よつて草丈は大となり，分蜷数においては十N区では幾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分増加する傾rf「1が認められた。短日処理による革丈の伸
　　　　　　　　実験結果　　　　長には鯉闘榊の醸の塀が多分にkl・．’，tli，／／／，Eしているも

　1　苗代期における窒素施用の有無と異る日畏との組　　　のと考えられる。長旧処Jilllによつて革丈の伸長は抑制さ

　　　合せが苗の生育に及ぼす影響　　　　　　　　　　　れたが，分環数にはあまり影響しないようであつた。，

　苗代期聞40日の開施肥及び日長処理を異にした腸含の　　　すなわち雷代宋期におけ？」’　ll’ilこ丈・分藁等に及ぼす蕪代期

苗代末期の生育状況を比較すると節2表のようであっ　　　llL，1中のNの施月1状態・日慢条1／i：等の影鱗は，早生種に：1・s

て，先ず草丈について見るに，両品矩とも十N区は仲長　　　いても晩生種においても殆んど同じである。

第2表　雷代期におけ覆〕雷の生篇’状況

川1

林

1

号・

’＼r，

@　、「、、層

ﾊ
11

調査項国

A　F、　　、L

@　　1一、、1rr　　　　　1、

草丈（cm） 比 数 主茎葉数 比
数　　”

分 藁 数 1・ヒ 数 轡 根

llt］

林

10

号

＋N．Sl39．5噛（130）　8．0　（107）　3．5　（130）

十N。N　　　 30．5　　　（100）　　　　7．5　　　（100）　　　　2．7　　　（100）

十N・L　　24．8　　（81）　　　7．5　　（100）　　　3。2　　（114）

種：了・根獲

　（「Cm）

48，6　　　　　　13，6

47、2　　　　16．1

44．0　　　　　　12．0

一N・sい5・5（・1）i4・・（53）
－N・N　　i　　14．3　　　　　（47）　　　1　　　4．1　　　　　（55）

－N・L－2・4　（41）　　　　　　　　　　　　　　　　　3．9　　（52）

十N・S

十N・N
十N・L

一N・S

－N・N
－N・L

4L5　　　　（130）

32．0　　　　（100）

28．9　　　　（90）

7．8　　　　（105）

7．4　　　　　（100）

6。8　　（92）

17．9　　　　　　（56）　　　　　　　4，0　　　　　　（53）

16．4　　　 （51）　　　　3．8　　　 （51）

14．7　　　　　（46）　　　　　　3，9　　　　　（53）

0．0　　　（O）

0．0　　　（0）

O．　O　　　（0）

14．9

15．7

15．3

3・2（1。1）137・6

3・°（1°°）139・4
3・0　 （100）i　37ゆ1

O，0　　　（0）

O，0　　　（0）

O．　O　　　（0）

13，0

14．5

14．8

IO．4

10．6

12．3

12．9

18，1

18．7

9．1

11．8

11，7

註　実験区別については第1表．参照

　H　苗代期における窒素施用の有無と異る日長との組　　　せしめる傾向が認められ為が，農林10芳では短日によつ

　　　合せが本田期における生育に及様す影響　　　　　　　て草丈は小さくなるが，分藁は却つて増加する（策3

　先ず笛代期におけるN施用の有無が本M；Ulの生育に及　　　表）。即ち苗代期における短口処珊は県生種においては

ぽす影響を見ると（第3表），農林1号・農林10帯共に　　　本田期の栄養体部を小さくすることが窺われる。また笛

一N区は十N区に比較して草丈及び分難数は明かに抵　　　代期における長日処理が本田llllの栄養体部に及ぼす影響

く，特に農林10号では分聴数が著しく少なく，自然日長　　　を見ると，艦林1号の＋N区では草丈・分璽を幾分増す

区の鰹では一N区は＋N区の半分以一ドに過ぎない。即ち　　　も自然日長区との間に大差がないのに，農林10号の＋N

苗代期におけるN不足は本田期における栄養体部の大き　　　区では草丈を幾分増し特に分壁を増加させる（第3表）。

さを低下させるが，その影響は晩生種の方が著しい。次　　　従つて笛代期にNを施用して長rヨ処理を施すと，晩生丁／．E

に苗代期における日長条件が本田期における生長に及ぼ　　　では本田期に栄獲体部を増大することが判る（第1図版

す影響を見ると，農林1号では短1ヨは草丈分藁共に低下　　　参照）Q
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第3表　本田期における生育状況

∵璃一轡∵戦糊「i比数隙㌍比数

林1＋N己　76．8　（1・D　％．、　（1。2）

111i．　十N・S　74．9　　（99）　92．0　　（97）
石冥

　　　1十N・N　 76・0　 （100）　94．6　　（IOO）

1　1＿N．S「　628
　　1号　　　一　N　・　N

　　　　－　N　　・　L
　　I

　．　　　　　　　　　（83）　　　　　　94．7　　　　　　　（100）

66．6　　　　　　　　（88）　　　　　102．1　　　　　　　（108）

70．3　　　　　 （93）　　　　96、5　　　　　（102）

糠轡プ町比数
31．2　　　　　 （93）

33．6　　　　（100）

34．5　　　　　　　（「03）

林

10

号

十　N　・　S

十　N　。　N
十　N　　・　L

一　N　　。　S

－　N　・　N
－　N　　・　L

21．0　　　　　　　（63）

22。7　　　　　　（68）

18．ti　　　　　　　（55）

67・・　（91）：88．5　（84）．13・．9　（1・3）
ア4．1　　　　　　　（100）　　　　　105．6　　　　　　　（100）　　　　　　　　29．9　　　　　　　（100）

75．2　　　　 （102）　　　　107．4　　　　 （102）　　　　　33．5　　　　 （112）

62．9　　　　　　　　（85）

71．3　　　　　　　（「96）

70，8　　　　　 （95）

79．Q　　　　　　　　（75）　　　　　　　　20．6　　　　　　　　（69）

99．2　　　　　 （94）　　　　　　13畳7　　　　　 （46）

98．5　　　　　　　　　（93）　　　　　　　　　14，3　　　　　　　　（48）

第4袈　出穂KJI並に成熟期の状況

＼＼　　 調査項目
実験区＼．．一

tUt

林

1

号

［匪厘■

林

10

号

一一出．・・一豊一一1　．　　出穂10澗　播種～IP，穂i播種～劇し
始　1　終　　成熟期　（lxヂ1’一一終）始　期闇期　i溺

＋N．si8．17
十N・N　8．17
十N・L　8．17
一　N　・　S

－　N　・　N
－　N　　・　L

十　N　・　S

十　N　・　N

十　N　・　L

一　N　　・　S

－　N　・　N
－　N　　・　L

　　9．2

　　8．29

1　8．24
E

9，IO

9．3

8．26　1。．1－　gi　ggl　153
8・26｛10。gi　gi　991　152

8・24　10・12旨　7　「　991　155
I　　　　　　l

　　　　　9．11　　　　1　　　10．20　　　　　　　　　9

9・8　1　10．　19　　　10
9．　7　　　1　　10．18　　　　　　14

　　　　1

9・23110．30　　23
9．10

　　　　19・2　「　9・9

9．14

9，6

9．5

9．　27

9．11

9，14

10．25　　　　　7

10。21　　　　　7
　　　　「

10．31　　　1　　　　23

10．27　1　　5
　　　　1
10．27　1　　g
　　　　I

115

111

106

163

162

161

123t　173
116

115

127

119

118

168

164

174

170

170

　皿　苗代期における窒素施用の有無と異る日長との組　　　12～13【三1，短日の場合は16rEI，長11の場合は7－141：1遅

　　　合せが出穂期及び成熟期に及ぼす影響　　　　　　　　延する。一方農林10募では＋N区でも一N区でも口長が

苗代期における麟方翻の郁や脹条件は｝・正聴期や　出穂に明力・に｛；踏し，侵阯自然【・i長との間には差肱

成熟期に明かな影響を及ぼし，しかもその影響の様相は　　　いが，短日ではこれ等に比較して7～13日　（十N区），

早生種と晩生種とは判つきりした髄がある（第嬢）。　8～16EI（－N区）遅鯛一る該｛ま曜の晩生鵬・乙1耕1」

先ず農林1号について出穂り1覗ると汁N区では眼　 11；）1の短日矧・によつて購註が却つて遅れるのは諌ま凹に
が短い程幾分1出穂が遅延する傾向があるが，この傾向は　　　よつて一旦生殖盤畏に向つて進んだ体内生殖条lll：：b：．そ

余曙しくない・ところが＋N区と一NL＊：の鷹醐を比　a・後の自然脹（限卿長以」，の1／・tr－［・Dによつて，醗

較すると，儲醐かに出王齢遅れ，燃1張の場徹ま　栄捌三長に移行し証常鰯監育嚇調輝Lれる為と鞭



上原’i・［1「1：紺醐に・附礫素施用の轍雌真る　1麟件との縦世力・フ｝〈稲掘腋の発葡乞に収i、1：に及ぼ淵多響39

られ，・の融現象漱谷・職破び1・藤ど証つて認　1弩鯛・駄嚇構、辻闘、瑚かな影ll，i・腋ぼし，

められている。農林10‘弓において十N区と一N区とを比　　　しかもこの影響¢∫様1；1／1は1〒乳生磁と1晩ノi三種とでは判然とし

1交すると一N区で剛1・毛・糊が幾腿れるが・農1組・　た1腱が献・．・ll’・il蛸り・）収繊i矧獅：について脳

に見られる十N区と一N区との差のkうに判つきりしな　　　と（第5表），農林工号においては＋N区でも一N区で

い・　　　　　　　　　　　　　帳口は殆んど［1畑こ影響しないカ’；，ク卵ではピ撚帳
11靴脈おける諸条件力W・穂期に及1耐以燃べたlil・多　・）70～80％撤つている諒た一Ni錨＋N区にj徽し

響は成熟期においても殆んど同様に認められるが，その　　　各「1長区共60－70％となつている。…・方農林10号では1if

l灘の徽は臨・怠隙謝す翻響・kり機分少い佛4　代IUj　a．・鰍拠鼎濃林1号・：場触り…ノ描だしレ職収
浅）・Lll］膿榊号にli’s　v・ては＋N区でも一N区でもll，1　J／i’／’f＋　を来し，＋N区で1蜘rlの棚鋼撚｝；IU妥のぞオ、の約10

は購醐に影l！l　せず諒ノ・－N区は＋Nlヌ：｝砒してll蝋　9・・－N1鞭は　Ylかに2％にしか過翫い。これ鵠；・瑛

期が遅れる力両区の成熟11IIの差は岡区の［．1－11穂川のz『kり　　1ち灸区では1個体llりの米｝ヒπが臼然ll長の約3倍となつ・ご

少い。農林10号においては十N区でも一N区でも短rlに　　　いる（第5表）。厳た農林10号では一．　N区は十N区に比

よつてll燃1　1が遅廻隔るが・短「1区とll’1然［Tl良区との成　して各1・1上桑隙［1蝋醐｛171　｝に少く，1〕暗は1繍α酌10～

｝榊1の／／／tt・tiL　l・【1・毛1脚1・）両区α瑳」：｝，少い・－fRた＋N区は一　40％となつている。即ちilff醐のNの不足と1！，lf　l馴の短

N区に比し成熟期力艶分遅れる傾向が貼らオ1’るが，あま　　　i：1条件はfli丁れも収1，Slの減少を来さしめゐが，その状態は

り判つきりはしない。　　　　　　　　　　　　　　　　　殊に晩生種に宮しい。即ち［1殖’1三長が．U三’撫こ行われた為

　出穂1！Mlil1（1』l　l【穂始めより出穂終りまでの期問）につい　　　のNの要求鼠は糠に晩生種に大であモニ，こと，また1晩ノi樋

て田につくのは農林10号において十N区・－N区とも苗　　　では．k〒」初期の短］Til　（・こよつて収li：が激1成し，この場合不

代期の短1：1によつて・出穂期が著しく遅れ’ると共に出穂　　　稔籾が増加づ一ることが示されている。

が非常に不斉となり，他の区に比較して出穂期ll－Uが薯し　　　　ここで将に注目されゐのは撒林10号の十N区において

が長くかかるということである。　　　　　　　　　　　　はほ1代期の長Elによつて，自然日畏の対照1茎に比較して

　IV　苗代期における窒棄施用の有無と異る日長との組　　　収．11；11が120％となり20％の増収を見たということである。

　　　合せが収量に及ぼず影響　　　　　　　　　　　　　短日髄物に三1酵初期に長日を与え生殖坐長を抑iil’1］し栄養

　茄代における窒索施用の有無及び日便i条件は出穂．1V］Jjk　　　体部を大ならしめ後自然口畏に移した場脅，果実の増収

第5裏　収　 穫　 物　 に　　お　 ｝ナ　る　調　査

．鴨頂目 全　　　重
　　　　　　　　　　実数
．．一実．．験区二廻　．＿＿．．．（豊L乏

農

林

1

号

農

林

Io

号

十N・S

十N・N
十N・L

一N・S

－N・N
－N・L

十N・S

十N・N
十N・L

一N・S

－N・N
－N・L

上ヒ数

＿A一
1⊥轡

籾　　　．重

63．6

96．4

％．2

56．1

70．5

62．0

（66）

（IOO）

（IOO）

（58）

（73）

（64）

1　03．　2k　ss）

llア．，1100
（　）

（115）

（49）

（53）

（52）

実数
（gr．）

（1。・）128．・

（100）　41。6

（100）　　41．1

（73）

（64）

（88）119急

　　1 25．　6

29．2

比数lA
（69）

（IOO）

（99）

（100）

（100）

（100）

（46）

（62）

（70）

　　　
4．71（11）

　　　43・5ト（IO°）

52，3　（120）

　　i

O，3　（1）

16．0　（37）

13，6　（31）

比数
B
（IOO）

（100）

（10Q）

（69）

（62）

（71）

（100）

（100）

籾電／全重　　　　　　．

135．5

58．1

62，4

61，2

（56）

（53）

（45）

実数
％
劉上蜜父「（、路
鳳＿＿識・＿＿－

P枇魚

45，0　（104）　（100）3　0．7

43．2　（100）　（100）1　1．1

42・7ド99）（100）IL7

34．41（8・）（76）L3

　　136，31（84）　　（84）　　　1．4

47・1（1・9）i（1王Q）1」1

（1Ql）t．38・6

（64）

（37）

（26）

4．　61（12）

37．1　（IOO）（IOO）

　　（104）　（100）

0．4　 （1）i　（9）

25。6　（69）　　（69）

22．2　（60）　　（58）

（100）】4．9

1．5

1．6

4．1

1．9

2．3

轍iw募効藩
（9r．）　　15日　　％

　　　　　　34，3　　23．9．　77

53・726・3鰍V8

53．4　　29．1i　86

　　　　　1
35・・il8・488

43，5　　21，0　　88

3L7　　18，1　　93

iili際l　ii

53．71　2．　2159

44．5　　12．3　　90

45．3　　12，6　　88

ii主　li：量はすべて1個体当りの風乾重，比数Aは十N・N区を100とした比数，ユ・ヒ数Bは各日長区ごと

　　に十N区を100とした一N区の比数
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を来すことは舗の＿川。‘ぬつて甥1儲襯il勿を　延し，こ糠1姓融斐の低下が関附る．一ソ謝種

用いて実験的に明かにされているが，短「1型の水稲晩生　　reは11111代期のN不足によつて収穫1こが著しく滅少し，晩

種でもこのようなこと力起り潤ることが木」ミ験で小され　　　’i三種は生殖ヒ擾がiil三常に行われる為のNの要：求度が’1111．

たわけである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　種より明かに大であるものと認め1♪れ芽；）n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に苗代期にお1〕8る日長条件が発育誤く・・服量に及ぼ1’｝il・多

　　　　　　　　　考　　察　　　　　鰹観ると…T・・聯で1、酬聯、N蹴月1した」胎でも
農榊号（麟技1脇会195ぎヂ’剛、1；軸加二：］’，sいては　施rnしf、．いよ易価も，　ll脚llべ噛；蜘は殆んど眼…影

早生種に属し，苗代日数感応度が高く，苗代口数が提過　　　垢！1響は受け版い。これはjil　k種では1盤光性が低く「1長型が

ると不時出穂し易い。オ田初期のk育は猛詫iんで分鷹し易　　　中性植tl勿に近いことかlt当然の結艮で1、る、・一加晩生llll

く，感温性は高く感光性力：1低くて，晩播晩植による出穂　　　では荷代期のN条件0）如flτ∫にかかわ曜ず，この1晦期【フ）短

麗灘だしV、と鮪されて、、る．麟、。～31L1、…1・｝難　附購　llを・翫く遅ら嘱。こ・P，脚嚇棚・力塙い

おいては晩tl随に属し，感）ic二性ilく苗f枇「1数感応度が低　　　短【τ1植物型に属づ唖為1晩生種では，∫k￥f初期の短ilに1い）

い。木種は早植しても川穂期が殆んど変ら）ないので生育　　　て体内条1’i：が一旦花熟に向つオニのに・その後旧然目長に

期間が長くなるけれども宗醐：期闘が短い等の将徴を有す　　　移行しブこため日」、誘草力n充分でlll℃ぐ栄嚢煎暴にもど

る。このように感）ヒ性が無く日畏怨望からいえばr・111生植物　　　り・正常な発育の渉llが乱潮’Lて・出穂期が却つて遅処し

に近いilL生種の農林1号と，感）ヒ性が高く短口型である　　　ゾ：こことを意味しているものと解される。　l　l長1誘尊がもっ

これより晩生の農林10号を1i1いて，苗代lrllにおけるN施　　　ごレし進めば一部の生藁点は幼穂に分化してその棄ま出穂

用の有無及び各種「1長条件の糺合せが：細ll期の発育・収　　　に進み，他の生炎点は一時k夘i生長に向“’）たもOf）が爵獲

量にどのような影響を及ぼすかを木実験で追求したわけ　　　生長にもどりその後において生殖生長に移行し，その為

であるQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に出穂が二段となり，所謂不時田1穂が趨ることになi’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t2）
　先ず萌代期におけるNの不足は鼻生種においては出穂　　　田口等は薦f叱期における短日処理に：！’sいて不時出穂が起

期や成熟期をH月かに遅延するが，晩！，1睡では幾分遅れる　　　ることを認めており，本夢験においても1955イi寝施の爽

けれども早｛，1種ほどの影響を受けない。．甲1三種ではN不　　　験では農林10号においてこれ力認められた。

足が出穂期を遅らせるが，本実験においてE，）．茎節数は＋　　　　収穫量と苗代期の旧長との関係を見ると，甲k樋・晩

N区と一N区との間に兼が認められなかつたことからし　　斐種共にN施用の有llt喚にかかわらず短1－1処理によつて減

て，幼穂分化期すなわち発育相の転換の藺三期が遅れたと　　　収が起るが，その手度は早生腫より晩［三種に著しく，晩生

いうよりも，生長の速度の低下によるものと考えられる　　　種の短口区の収llレま自然日長区の1割以’ドに過ぎず，ま
　　　　　（エa）
（田口1958年参照）。晩生手薦においては苗代期のNの不足　　　た晩生種の短Lil：xrm1では不捻糧が著しく多い。晩生種が笛

は出穂期にあまり影饗しないが，Nの不足による収穫量　　　代期の短日処理によつて，減収することはjE常な発育の

の滅少は早生種よりも著しい。螢代期のNの不足による　　　歩調が乱れて出穂期や成熱！tllが遅延し，出穂が町斎一・と

木田期における栄養休部即ち茎葉の大きさの低下0孫度　　　なることより容易に首肯し得るのであつて，岡化L産物

が（Nを施用した場合に比較しての）早生種に上ヒ較して　　　が生殖生長に利用される率が極吊｝に少なく，同化生産物

著しく（第3表），従つて同化物質生産黛が少ないこと　　　が主として栄提体部の生長に利用されてい為ことは，糧

が推楚される。この推定は収穫期における植物体の金重　　　重／全重の値力極度に少なく，藁重は却つて増力llしている

燈より見て笛代期のN不足による減少の程腰が，晩生種　　　ことにより競われ得る（笛5表・第1図版参照）。一方一！1’L

は早生種より大であること（第5表）によつて嬰書きさ　　生種における笛代期短日による減収は出穂や1灘lll期が他

れる。このように晩生種はNの不足によつて同化物質の　　　の日長と大li71’一／’i．．がなかつたこと，枇の多くなかつたことよ

生産童の低下が起ると共に，同化生麓物の生殖生長への　　　りして，晩生種の場含とはその機構をx・にするものと考

利用度の低下がNの不足によつて起り，この糧度はやは　　　えられる。即ち早生種では本田期において草丈は他の日

i2晩生極の方が著しいことが，籾重／全薫の値より窺わ　　　長区と大淫がなかつたのに分聴が少なく，従つて岡化作

れる（第5表）。以上の事柄を綜奮すると早生種では菌代　　　用を行う栄喪体部が小さく，本田期における岡1ヒ物質霊．

期におけるN不足によつて，出穂期や成熟期が明かに遅　　　譲lt：が少なかつたこと（収穫期の全亟がIIJ］かに少なかつ
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たこと第4表からも推定できる）　無によつて収穫量が　　　を及ぼさないが，晩生種では1｝1代期のN施用の如flr∫に拘

減少したものと考えられる。このことは苗代期における　　　らず蕾代期の短日によつてこれ等が明かに遅れる　こ牙1．

短「1の1三1畏効果的機構によつて招来されたというより　　　は短日植物型の晩4三種では生育初期の短田によつて一時

も・甜鞠において剛ヒt’f三肺糊が短かかつノここと力欄　 生磯脹に1旗・た体内条件がその後α璃然賊に．レて

係しているものであろう。　　　　　　　　　　　　　　再び栄提生長にもどり，発育の正常な歩調がiELれた為と

　敢後に晩【種において雷代期にNを施用して，しかも　　　解される。

長田処理を施した場合，収穫量が対照区Gil！1代期にNを　　　　4）　早生種においては茄代期のN施用のイ1無に拘らず

施用して自然日撮にしたもの）に比較して20％の増収を　　　長日条件によつて収量は余り影響を受けないが，この時

来したことが注回される。これは生1！1初期の畏日条1’1・に　　期の短日条件によ・；）て収量が減少す基妬晩翻償において

よつて生殖生畏への移行が抑制され，同1ヒ作用を行う茎　　　は苗代購の短日｛築｛牛によつて極端な減li只を来し不稔籾が

藥部が増大し，その後自然「1畏に移されて．1’1三轍に生殖生　　　著しく多くなる。

長に移行した為と解することができる。即ち子実の収穫　　　　5）晩生種に尉いて111代覇にNを与え．畏1三1処理をした

量は同化物質生麗の絶対量と・r司化物質の生殖生長への　　　ものは，この時期にNな与え肉然日侵においた標準区に

利用率との2要素で決定されるが，この陽台の増収はIs　　比1咬して収量が明かに増大すゐ。これは生育初期の一ttl・・日

として前者の要索の増大によつてもたらされたものと推　　　にょって生殖坐長が抑え電，れ外喪休部が大とり，岡化物

宛される。笛代期のNの施用・畏口区では，苗の生ヤ1∫状　　　質乙1三藤海うミ増火し，その優生殖生長への移行が起つた為

愈は標準区（Nの施用・1曇1然ll長区）と大蕪がなかつた　　　子実の生産量が大となつたものと解される。

のに（第2表），本田期にオ旨いて革丈を幾分増し，分壕莚

数を増し（第3表），収穫llJlにおける≦俄を明かにエ1挟　　　　　参考文献
していること（第4表）はこの推定を蔓盤濃ざしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　CAJLAcHJAN，　M．　C，　l　Colnpt．　Rend，（Dok）Acad，

　　　　　　　　　摘　　要　　　　　　　Sci・URSS・47，146（1945）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　DENFFER，　D，：PlantE　31，418（1940）

感・雌の低岬蜘畷林1号（畷型からいえ1坤　3．三彦㈱磁嘲膿会報，18（1①，29α923）

髄物に近v’もの）とこれよ1，1獺・燃雌の高い丑1琳　4一醐、號吸墾｝　濃業II縮36（、）（、953）

1°号（脹型からい燃馴莚1物）と翻V’・闘燗1・　5，蜘弓縮・農学会　艮，N。．299，487（・927）

おいてNを施用した場念と施肥しない場合及び短日（8　　6．　1・L・業技術協会：鵡作物品種解説，38＿81（1955）

ll欄脹）°麟眼゜ff・　EI（241醐畷）鞭・樋の　7．大徽蜘白木実、昨紀，14，57（・942）

組合せを作り・このようにして育て焔を細に灘し　8，　・　・ll誌，16（3．．4）（・948）

醐醗育゜収灘がどのような　1多響綬けるかを調　9．岡1・1　rE憲・力r藤一郎・1司誌，22（1－2），・5

べ・次の網ミを得た・　　　　　　　　　　（1953）
1）早生種においては齢期｝・Nが不肘ると出鯉　　・・．丁riS－一・・農姻，5（8），・・5（・93・）

や成…糊醐かに遅延するが・晩生種ではこのようなN　・・．EE］・・亮平・松山農蝉1襯第4号し・94。）

不足の1灘は早生種騰しくない・N不足による・牲種　12．　・川合繊弛剛鱗、日／．乍紀，21

の出穂艇はNの不足による生長速度の低下の為と考え　　　（3・－4），213（・953）

られる・　　　　　　　　　　・3．　…　　騰，21（3～4），
　2）早生種では笛代期にNが不足すると収穫鑓を減ず　　　　　　215（1953）

るが・晩生種ではNの不足による1威収の搬騨生慰　・4．　・作物生騨，826PP．獺堂東、ξ（・958）

り著しい・従つて生　姓長が正常1こ行われ磁のN唖　・5．Y・。H、、，　Y・S、i．　R，p．　T。h。ku　lmp．　U。i。．

求灘・牲種より晩生種の方が大であるものと1綻さ　　　Ser．　Bi。12（2），、43（、926）

れる・　　　　　　　　　　・6．［鉢賠・鰍ま鉄・昨紀，15（3．．4）（・944）
　3）早生種は苗代期におけるNの施用の有無に拘ら

ず，苗代期の日長条イ牛は出穂期や∫戊i熟期には殆んど影響
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　above　it　could　be　c〔，ncluded．that　the　ltite　val・iety

　　　　　　　　　　　　　　　　　　S“mma「y　　　　　。f、h，，iceエ，1、。t　i，。。t。。ly　l、、。1’、，一，、u’）、i、i。，、。

　　Two　rice　varieties，　Norin　NQ．1　and　Norin　No．　　　Photoperiodic　conditionf，1・ls　c〔⊃mPEu’clcl　with　tlle　early

10，th・f・・me・・f　whi・h　i、　the　e・・ly，ipeni1，9　…i・ty　b・t・1・・…q・i・・s　m・1’e　1．lit・oge…　．t・iti・・

one　and　the　indeterrninate　plant，　the　latter　of　　　at　the　early　stage　Qf　growth　f〔，r　the　c（，Tnl）letion〔〕f

which　is　the　late　ripe1ユing　one　and　the　short－．day　　　the　reproductive　gエ℃wth・It　was　found　als｛，　that

pl・n・・w・・e　g・・w…・ler・h・c。mbi・・ti・n？f・he　in　the　case°f　the　late庶ty　suPPIied　witll　the

different　nitrogen　manuring（’i．　e．　normal　Ilitl’ogell　　　　norlnal　nitrogell　manure　the　lonM’．・．day　　condltion

manurinsr　and　no　nitrogen　manuring）zmcl　tlle　diffe－　　　dur｛ng　the　nm’sery　staκe　which　ret三n’clecl　the　1℃Pro・

rent　day．．－length　conditiQns（ゼ，σ．8－・hour　short・－day，　　　ductive　growtll　and　mado　leaves　an（l　sten．｝s　lai’g’er

natural　day－1ength　and　24－hour　Iong・－day）　during　　　　incereased　the　graill　yie！d　al，‘）utl　20％　餌reI．LtL’1’thal1

40days　of　early　g1－〔〕wing　stage　when　the　l）1三し11ts　　　that　of　the　plant　w1．）ich　was　suPl）lied　wit1．11川響111111

were　ill　the　nul’sery　stage．　After　the　nul’sery　stage　　　nit「oS「cxn　Inallu「e　and　tlleηatu「…d　day』’．．len“，th　du「il堪

the　plants　were　grown　under　conditions　of　the　　　the　nurse1’y　stage・（Lab（》ratory　of　Plan’t　l．’hysi（／）logy，

no1・mal　manu1・ing　and　the　llatural　day－－1ength．　　　　　　the　Facu！t．y　of　T¢xti1¢∈1nd　Sericultur《・：t　＄hinshu

　　工nsuff三ciellt　supply　Qf　nitl’o鷹en　manure　during　　　Unive「sity）「

tlle　nursel・y　stage　retarded　the　time　of　earing　and

・ip・ni・g・t：the　early，ice　v。，圭，ty、nd　dec，ea，，d　　　　　図版説1り．I

their　graill　yield。　Retardation　of　the　earilユg　and　　　　　十N・L　窒素施1．／レ長1；．1区

ゆening°f　the　lat・・i・・va・i・ty　causy．d　by　the　＋N・N鑑素施用・rl預ミ区

insufficient　nitrogen　manuring　was　r1Qt　so　obvious　　　十N・S　窒素施用・短1」i．茎1．

as　compared　with　those　of　the　early　variety．　But　　　－N・工」　無蜜素・長「．1区

the　degree　of　the　yield　decrese　of　the！ate　variety　　　－N・N無窒索・ll［／1然区

caused　by　the　insufficient　nitrogen卿 唐浮垂垂撃凵@was　　　－・　N・．　S　無窒舅；1・短「1区

much　more　obvious　than　that　Qf　the　eariy　variety．　　　　　　　　（f可オ．’しもi！ff伏1即li副40「l　l’lil］（2）タ匙Ji里）

　　In　the　case　of　the　early　variety　the　day－1ength

conditions　during　the　且ersery　stage　did　scal℃ely

influence　the　time　of　the　earing　and　the　nlaturatioll

no　matter　how　the　nitrogen　supPly　to　the　nursery

was，　and　　the　short－day　condition　decreased

somewhat　the　grain　yield．　In　the　case　of　the　Iate

variety　the　short－．・day　condition　combimed　with　both

the　normal　and　insufficient　nitrogen　supply　to

the　nursery　retarded　obviously　the　tillle　of　the

earing　and　the　maturation　and　decreased　seriously

the　grain　yield．　In　this　case　it　could　be　considered

that　the　reproductive　growth　induced　by　the

short－day　condition　in　the　early　stage　of　growth

of　the　late　varieしy　was　interrLlptecl　by　the　long－

natural　day　after　the　nursery　stage　and　the　ternpo

of　the　development　of　t1ユe　plant　wa5　dlsturbed．

　　Fro：n　　the　all　experimental　results　nユentioned
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十N・L　　　十N・N　　　十N・S　　　　　＋N・L　　　十N・N　　　＋N・S

　　　　農杯上o号・　　　　　　　　　　農1林1号・

・卜N・L　　 やN・N　　・夢N・S　　　　　－N・L　　－N・N　　－N・S
　　　　　　農林10号　　　　　　　　　　　農林1号
第1図版：水稲の苗代期に窒素の異る施用状態と異る日長を組合せて与えた場合における成熟期の発育状態


